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グリーンロジスティクスチェックリストグリーンロジスティクスチェックリスト

活用のすすめ活用のすすめ

２００８年６月６日

ロジスティクス環境会議

グリーンサプライチェーン推進委員会

源流管理分科会 幹事

矢野 裕児、菅田 勝

第２期ロジスティクス環境会議第２期ロジスティクス環境会議 グリーンサプライチェーン推進委員会グリーンサプライチェーン推進委員会
源流管理分科会源流管理分科会活動報告活動報告
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□□幹幹 事（敬称略）事（敬称略）
流通経済大学流通経済大学 矢野矢野 裕児裕児

リコーロジスティクスリコーロジスティクス㈱㈱ 菅田菅田 勝勝

□□メンバー（メンバー（5050音順）音順）
愛知陸運愛知陸運㈱㈱、、㈱㈱エプソンロジスティクスエプソンロジスティクス、、オリンパスオリンパス㈱㈱、、
鴻池運輸鴻池運輸㈱㈱、、センコーセンコー㈱㈱、大和物流、大和物流㈱㈱、東芝物流、東芝物流㈱㈱
日本通運日本通運㈱㈱、プラネット物流、プラネット物流㈱㈱、文化ファッション大学院大学、文化ファッション大学院大学
㈱㈱ヤマタネヤマタネ

□□会合数会合数
分科会分科会 １２回（うち５回は会合前に勉強会実施）１２回（うち５回は会合前に勉強会実施）
少人数検討会少人数検討会 ４回４回

非公式会合非公式会合 １２回＋１２回＋αα

０．源流管理分科会の体制と開催実績
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持続可能社会 資源循環の重要性

大量消費型社会 循環型社会

２０世紀 ２１世紀現
在

生
活
満
足
度
（社
会
厚
生
）

自
然
の
利
用
量 生活の満足度

自然の利用量

（資
源・ｴﾈ

ﾙｷﾞ
ｰ）

自然の利用量を減らしつつ、 生活満足度を高める。

自然を切り開き、
地球資源を大量消費しながら
生活水準を向上させてきた

資源節約しながら
生活の質を高める工夫必要

資源生産性を高める

ﾊﾟｲﾌﾟｴﾝﾄﾞﾛｼﾞｽ ｸﾞﾘｰﾝﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ

資源生産性＝
資源投入量

社会的満足度Ｐ
Ｗ

Ｒ

社会システム
⇒環境 と経済の両立

ファクターＸ

地球資源（含 エネルギー）を大切に、次世代に残す。

循環型

資源の節約
温暖化防止

３

１－１．環境問題の現状
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約12％削減が

必要

出典：2006年温室効果ガス排出量（確報値） （環境省）

１－２．地球温暖化問題
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産業廃棄物 総排出量：産業廃棄物の排出及び処理の状況等（2005年度）について（環境省）

産業廃棄物 総排出量

4億2200万トン

（東京ドーム約 1，136杯*分）

*1立方メートル＝0.3tで換算

１－３．廃棄物問題 －日本の実績－
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１－４．廃棄物問題 －世界の廃棄物排出量の将来予測－

平成19年版 環境・循環型社会白書Ｐ５３ （環境省）

２倍以上

特にアジア地域の
伸びが大きくなる
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諸外国の資源循環政策に関する

基礎調査（2006.3） （経済産業省）
*1立方メートル＝0.3tで換算

１－５．資源・エネルギーの逼迫

平成19年版 環境・循環型社会白書Ｐ５４ （環境省）

50％増加

ア
ジ
ア
で

３
０
％
増
加

＊ＩＥＡ…国際エネルギー機関
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（参考）循環型社会を実現するロジスティクス・グランドデザインと第１期成果物の位置づけ

消費者消費者企 業企 業

設計・生産 流通 購入 使用

分別処理

行政など（社会システム）行政など（社会システム）

省資源ロジスティクス省資源ロジスティクス

リバースロジスティクスリバースロジスティクス

環境パフォーマンス評価環境パフォーマンス評価

コラボレーションコラボレーション

源流管理源流管理 還流管理還流管理

サプライチェーン

リバースチェーン

©（社）日本ロジスティクスシステム協会

発生抑制・再使用・
再生利用

・源流管理の考え方の提示
『ロジスティクス源流管理マニュアル
(Ver.1)』
・モーダルシフト推進マニュアル
『ロジスティクス源流管理マニュアル
(Ver.2)/モーダルシフト推進チェック
シート・資料集』

・源流管理の考え方の提示
『ロジスティクス源流管理マニュアル
(Ver.1)』
・モーダルシフト推進マニュアル
『ロジスティクス源流管理マニュアル
(Ver.2)/モーダルシフト推進チェック
シート・資料集』

・標準的な算定方法の提示
『二酸化炭素排出量算定ガイド(Ver.2)/
輸配送/トラック輸送版』

・標準的な算定方法の提示
『二酸化炭素排出量算定ガイド(Ver.2)/
輸配送/トラック輸送版』

・各施策の他社活動の参照
『省資源ロジスティクス事例集』
・取引条件見直しの問題提起
『取引条件見直しによる物流の

環境負荷低減効果調査』

・各施策の他社活動の参照
『省資源ロジスティクス事例集』
・取引条件見直しの問題提起
『取引条件見直しによる物流の

環境負荷低減効果調査』

・静脈物流共同化プラットフォーム
構築施策の提示
『リバースロジスティクス調査
報告書（Ｖｅｒ．２）』

・静脈物流共同化プラットフォーム
構築施策の提示
『リバースロジスティクス調査
報告書（Ｖｅｒ．２）』

・活動の定量的かつ継続的な報告内容
の提示
『企業の環境報告書における物流の
記載内容実態調査』
・共通知識として必要な用語等
『用語解説』『環境関連法規』『関連リンク』

・活動の定量的かつ継続的な報告内容
の提示
『企業の環境報告書における物流の
記載内容実態調査』
・共通知識として必要な用語等
『用語解説』『環境関連法規』『関連リンク』
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• 物流・ロジスティクスに携わる企業においても、「輸送」、「包
装」、「保管・荷役・流通加工」等の物流活動で膨大な環境負
荷を排出（物流部門・物流企業も環境負荷の発生源：源流）

• 効率的でかつ環境負荷の少ないロジスティクスを実現

するために必要となる活動項目等を整理できないか？

「グリーンロジスティクスチェックリスト」の策定

ＬＥＭＳチェックリスト（111項目）
（2001年、2003年改訂）

企業回答者にとって回答しにくい

・「実施中」の基準が分からない

・項目の内容が実務と合致しない等

２－１．グリーンロジスティクスチェックリスト策定の背景
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２－２．グリーンロジスティクスチェックリストとは

→お手元の「グリーンロジスティクスチェックリストver1」（水色の冊子）のＰ２１～

をご覧下さい

特長１ 特長２ 特長３
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特長１：全86項目のチェック項目

⇒環境方針展開、組織体制構築から、物
流部門にとって身近な活動項目、さらには
他部門、取引先との連携を意識した項目ま
で網羅

特長２：４段階の実施レベル（実施度合い）
の策定

特長３：参考情報の掲載

２－３．グリーンロジスティクスチェックリストの特長
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方針（41） 活動（45）
全社的な取組（22）

環境に配慮した製品開発・
生産体制（4）

商取引の適正化（６）

ネットワーク設計（３）

情報化・標準化（４）

共同化（２）

包装の見直し（11）

輸送の見直し（19）

荷役・保管・流通加工
の見直し（15）

２－４．グリーンロジスティクスチェックリストの構成

○86項目が、「方針」、「活動」から構成される。

○製品開発、商取引等といった他部門や取引先との連携を意識した項目
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２－５．チェック項目（その１）

①グリーンロジスティクスのための仕組み・体制の整備

グリーンロジスティクス推進に寄与する、行政等の各種支援策を把握し、活用している。19

ロジスティクス分野における環境に対する取り組みを環境報告書や環境レポート等に記載している。18

物流拠点の周辺住民と共に、環境負荷（騒音、振動、ゴミ等）の軽減に向けた取り組みを実施している。17

協力会社（傭車先等）に対し、環境配慮のための育成・指導を行っている。16

グリーンロジスティクス推進のため、グループ企業、取引先、業界団体（自主行動計画など）と共同で取り組んでいる。15

包装に係る環境パフォーマンスを算定している。14

輸配送に係る環境パフォーマンスを算定している。13

ロジスティクス活動に伴って発生する廃棄物の再資源化に向けて取り組んでいる。12

グリーン経営認証を取得している（自己宣言相当の活動をしている）。11

エコアクション21を取得している（自己宣言相当の活動をしている）。10

ＩＳＯ１４０００sを取得している（自己宣言相当の活動をしている）。9

ロジスティクス分野において、法令遵守（廃棄物処理法、各種リサイクル法、過積載輸送の防止など）徹底に向けて取り組みをしている。8

海外拠点を含めて、ロジスティクス分野における環境対策を実施している。7

ロジスティクス活動において発生する環境負荷の項目を把握している。6

グリーンロジスティクス推進のため、社員へ教育（人材育成）を行っている。5

グリーンロジスティクス推進に向けての計画があり、周知徹底している。4

グリーンロジスティクスを推進する体制が構築されている。3

環境委員会や環境部門で、ロジスティクス分野における方針が策定されている。2

企業の環境方針、行動計画等は、トップのコミットメントにより策定されている。1

チェック項目No.
１．１ 全社的な取り組み ①グリーンロジスティクスのための仕組み・体制の整備
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２－６．チェック項目（その２）

水質汚濁の防止、軽減の施策を実施している。22

騒音・振動の防止、軽減の施策を実施している。21

輸送機関（トラック、船舶等）の大気汚染の防止、軽減の施策を実施している。20

チェック項目No.

物流に関する記載が含まれた製品アセスメントガイドラインやマニュアルを利用して、製品評価を実施している。25

輸送効率を考慮した製品開発を実施している。24

包装資材の削減を考慮した製品開発を実施している。23
チェック項目No.

積載率向上又は環境負荷の少ない輸送手段使用といったことに対応した生産体制を構築している。26

チェック項目No.

１．１ 全社的な取り組み ②公害の防止・軽減

１．２ 環境に配慮した製品開発・生産体制 ①製品開発

１．２ 環境に配慮した製品開発・生産体制 ②生産体制
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２－７．チェック項目（その３）

取引先にインセンティブ（ロット割引等）を提供して、輸送単位を大きくするように誘導している。28

取引先と協力し、取引基準を設定（取引単位を物流単位と整合化するなど）している。27

チェック項目No.

入出荷時間を定刻化し、車両の待機時間を短縮している。31

取引先と協力し、輸送量のピーク期間を移動させることにより平準化している。30

取引先と協力し、配送頻度、納品回数の削減や、リードタイムの見直し（延長）を実施している。29
チェック項目No.

返品抑制のために、返品物流費の有償化や売買契約（納品条件）の見直し等の施策を実施している。32

チェック項目No.

１．３ 商取引の適正化 ①ロットの適正化

１．３ 商取引の適正化 ②頻度・時間の適正化

１．３ 商取引の適正化 ③返品・回収の適正化
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２－８．チェック項目（その４）

１．４ ネットワーク設計 ①立地戦略

環境負荷を考慮に入れた拠点配置を進めている。33

チェック項目No.

輸送に船舶（フェリーを含む）を利用している。35

輸送に鉄道を利用している。34

チェック項目No.

標準輸送ラベルを使用している。38

標準物流ＥＤＩ（ＪＴＲＮなど）を利用し、配送伝票を電子化している。37

実需要に即応した体制、又は需要予測の精度を向上させ、無駄な生産、在庫、輸送を削減している。36

チェック項目No.

ユニットロードシステムを導入している。39

チェック項目No.

輸配送車両の削減や積載率を高めるために、共同輸配送を実施している。40

チェック項目No.

物流拠点を他社と共同で利用している。41

チェック項目No.

１．４ ネットワーク設計 ②モーダルシフトの推進

１．５ 情報化・標準化 ①情報化の推進

１．５ 情報化・標準化 ②スペック・サイズの標準化

１．６ 共同化 ①共同輸配送の実施

１．６ 共同化 ②保管施設の共同化
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２－９．チェック項目（その５）

２．１ 包装の見直し ①包装資材の廃止・スリム化

無包装化に取り組んでいる。46

未使用時も減容化しやすい包装材（折りたたみ式通い箱、組み立て式包装資材など）を採用している。45

小箱包装を廃止して大箱にまとめている。44

包装形態を簡易化（通い箱、ハンガー輸送、部分包装など）している。43

使用包装資材を薄肉化、軽量化（段ボール紙質の軽量化 他）している。42

チェック項目No.

リターナブル、リユース、リサイクル可能な包装資材、運搬容器を使用している。48

運搬容器やパレットのリユースについて、全社でシステム化し管理している。47

チェック項目No.

有害物質を含まない包装資材を使用している。51

再生素材を原料とする包装資材を使用している（バージン素材を使用しない）。50

包装資材の再使用、再資源化、廃棄を考慮して、素材を変更している。49

チェック項目No.

２．１ 包装の見直し ②リユース・リサイクル

２．１ 包装の見直し ③環境負荷の低い素材の使用

省エネ型、低公害型の包装用機器を導入している。52

チェック項目No.
２．１ 包装の見直し ④低公害機器の導入
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２－１０．チェック項目（その６）

２．２ 輸配送の見直し ①輸配送計画の見直し

２．２ 輸配送の見直し ②積載率の向上

便数削減のために、トラックの大型化、トレーラー化をすすめている。56

輸送において、輸送先、輸送量に応じて拠点経由と直送を使い分け、全体で輸送効率を向上している。55

配送において、物量に応じて、車種、車数、配送ルート、配送回数をきめ細かく見直し、配車計画に反映させている。54

現状の輸送量やリードタイム等を勘案し、環境負荷の少ない輸送手段の使用を定期的に検討している。53

チェック項目No.

車両の積載効率向上のために、二段化等、積載方法を工夫している。61

調達物流においてミルクラン方式（共同運行含む）を利用している。60

得意先への配送の際には、他社との共同配送により積載率を高めている。59

輸送・取引単位が小ロットの場合は混載や共同輸送を利用している。58

帰り荷の確保のための工夫（求貨求車システムの導入等）をしている。57

チェック項目No.
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２－１１．チェック項目（その７）

２．２ 輸配送の見直し ③点検・整備・安全管理

排気ガスの色を目視で確認している。64

エアフィルターの点検・清掃・交換を定期的に行っている。63

タイヤ空気圧の測定・補充を定期的に行っている。62

チェック項目No.

デジタコ等を活用し、ドライバーへエコドライブ指導を実施している。66

エコドライブに係るマニュアル等を用いて、エコドライブ活動を実施している。65

チェック項目No.

バイオマス燃料を利用している71

エコタイヤを導入している。70

エンジン停止時も冷凍機能が停止しない冷凍車を使用している。69

最新の排気ガス規制に対応したトラックを前倒しで導入している。68

クリーンエネルギー自動車を導入している。67

チェック項目No.

２．２ 輸配送の見直し ④エコドライブ

２．２ 輸配送の見直し ⑤低公害機器の導入
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２－１２．チェック項目（その８）
２．３ 荷役・保管・流通加工の見直し ①機器導入・運用の工夫

環境負荷の低減を考慮して、物流機器の使用の制限や適切な能力の機器の選択を行っている。74

効率的な人員配置と機器運用により、稼動時間の短縮を実現している。73

環境負荷の高い物流機器を削減し、省エネ型物流機器、低公害型物流機器を導入している。72

チェック項目No.

冷蔵・冷凍保存が必要な商品が過剰冷却にならないようにしている。83

冷蔵・冷凍倉庫において、できるだけ外気が侵入しないように工夫をしている。82

冷蔵・冷凍倉庫において、代替フロン（ＨＦＣ）や自然冷媒を使用している。81

荷物積みおろし中の冷凍車のアイドリング防止のため、保冷車用のコンセントを設置している。80

ラック、ネステナー、パレットサポーター等によって保管効率を向上させる工夫をしている。79

電力設備、照明、空調に省エネ機器を導入している。78

積みおろしに伴う待ち時間のアイドリングを防止するため、ドライバー控室を設置している。77

入荷と出荷の車両が混雑・交錯・滞留しないように、施設・レイアウト設計の工夫、もしくはタイムスケジュール管理を行っている。76

物流量の変動並びに作業動線を考慮して、倉庫レイアウト、あるいは在庫レイアウトを変更している。75

チェック項目No.

不動在庫、不良在庫等の無駄な在庫を削減し、保管スペースをコンパクトにしている。85

入庫量、出庫量、保管量を平準化し、保管スペースをコンパクトにしている。84

チェック項目No.

ラベルやラベルインキ、テープ、養生資材等の購入の際に、素材を考慮している（グリーン購入）。86

チェック項目No.

２．３ 荷役・保管・流通加工の見直し ②施設設計・レイアウト

２．３ 荷役・保管・流通加工の見直し ③物量の平準化

２．３ 荷役・保管・流通加工の見直し ④資材削減・変更
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企業の環境方針、行動計画等は、トップのコミットメントにより策定されている。1

チェック項目Ｎｏ

左記に加え、企業の環
境方針については、社内
のみならず社外へも積
極的に公表している。

企業の環境方針、行動
計画等は、トップのコミッ
トメントにより策定されて
いる。

企業の環境方針、行動
計画等を策定しているが、
トップのコミットメントがな
い、もしくはコミットメント
の有無が不明である。

企業の環境方針、行動
計画等を策定していない。

４．よく出来ている３．まずまず出来ている２．遅れ気味で努力不足１．出来ていない

実施度合い

・トラック運送事業におけるグリーン経営認証マニュアル（交通エコロジー・モビリティ財団）
http://www.ecomo.or.jp/topix/green_management_manual_truck_mokuji.pdf

参考情報、関連団体等

２－１３．実施度合いと参考情報
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＜これまでの活動＞

グリーンロジスティクスチェックリストの作成

＜目的＞

・物流・ロジスティクスに携わる企業に有効活用していただ
きたい

・物流・ロジスティクスにおける環境対応の現状を把握し、
結果を周知したい

・「グリーンロジスティクスチェックリスト」を用いた調査の実施

・回答企業に対し、自社の取組度合いが他社と比べてどの程度
なのかが分かるような簡易診断結果の作成、返却（無料）

３－１．第３期の活動
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３－２．グリーンロジスティクスチェックリストの回答欄等

→お手元の「グリーンロジスティクスチェックリストver1」（水色の冊子）のＰ２１～

をご覧下さい

回答欄には実施度合い（１、２，３，４）、
もしくは０（該当しない）の５つのうち
該当する番号をご回答下さい。

回答欄
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３－３．簡易診断結果（案） （その１）

チェックをつけた
点数（１～４点）の
合計点

回答企業の平均点

（合計点÷「1～４と回

答した」設問数）

この会社が属する
業種（この例では
製造業）の平均

回答企業全社の平均

方針（41項目）の結果欄

活動（45項目）の結果欄

“平均点”から算出した順位

回答企業の結果

８６項目全ての結果欄

“合計点”から算出した偏差値

結果の全体が
把握できる
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３－４．簡易診断結果（案） （その２）

“平均点”から算出した順位

“合計点”から算出した偏差値

活動の
平均点

方針の
平均点

回答企業結果

自社及び他社の位置づけが把握できる
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３－５．簡易診断結果（案） （その３）

中分類ごとに平均値を算出し、自社回答、全体平均、業種平均と比較

することで、取り組みが進んでいる項目、遅れている項目が把握できる
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３－５．簡易診断結果（案） （その４）

中分類ごとに平均値を算出し、自社回答、全体平均、業種平均と比較

することで、取り組みが進んでいる項目、遅れている項目が把握できる
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３－６．簡易診断結果（案） （その５）

前スライドのレーダーチャートを表にして数値を示すと共に、
業種平均値を比べて、自社回答が上回ったかどうかが一目
で判断できる
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３－７．簡易診断結果（案） （その６）

86項目すべての項目について、自社回答、業種平均、 全体平均を

示すとともに、業種平均値を比べて、自社回答が上回ったかどうか
が○×で判断できる
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2008年７月 ：第３期環境会議 第１回本会議

2008年８～９月 ：調査実施

2008年10～12月：集計、取りまとめ、結果返却

2009年1～３月 ：結果の普及啓発

（報告会の開催、

ＪＩＬＳ機関誌等での発表等）

３－８．今後の予定（案）

＊変更の可能性有
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第３期ロジスティクス環境会議メンバー

→事務局より、登録者宛に連絡

環境会議メンバー以外

→機関誌「ロジスティクスシステム」
ＪＩＬＳメールマガジン、ロジスティクス環境会議
ホームページで周知

３－９．調査のご案内



32

３－１０．「ロジスティクス環境会議」ホームページ

クリック
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３－１１．「グリーンロジスティクスチェックリスト」のページ

エクセル
ファイル
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３－１２．「グリーン物流パートナーシップ会議」からのリンク

グリーン物流パートナーシップ会議の関連リンクページにも掲載


